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背景

ウェアラブルカメラ映像を AIで教材化し、生徒がKYTを通じて危険を「 見て・考えて・

判断する」力を高める共進化型安全教育教材を開発する
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関連研究：
技術科は事故リスクが高いにもかかわらず、教科書や既存ICT教材は生徒自身
が危険を発見・判断する実践的安全能力を育てる仕組みを欠いている[3][4]
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まとめ

● ウェアラブルカメラから取得した実作業映像をAI（YOLO×CLIP）で解析　危険場

面と危険箇所を教材化する共進化型安全教育モデルを提案

● 実験より、CLIPによる危険行動抽出の有効性を確認

● 労働安全分野のKYT活動を取り入れ、危険を「見て・考えて・判断する」　主体的

学習を促す仕組みを構築

今後の課題

● 安全行動に対する誤検知の低減

● 生徒の判断結果を活用したアノテーション支援とモデル再学習の実装

● 実際の授業やワークショップでの教育的有効性の検証

● 映像データの取扱いに関する倫理的配慮と、学校現場での実運用を見据えた軽

量化

中学校技術科は工具・機械を扱うため事故リスクが高い一方、 1人の教員が多人数

の作業を常時監督するのは困難で、主体的に危険を判断する学習機会も不足して

いる

目的

提案手法

図1.体育を除いた各教科の事故件数※文献[1]より抜粋
※体育は授業特性上、事故件数が突出するため除外

第1学年 第2学年 第3学年

国語 140 140 105

社会 105 105 140

数学 140 105 140

理科 105 140 140

音楽 45 35 35

美術 45 35 35

保健体育 105 105 105

技術・家庭 70 70 35

外国語 140 140 140

表1.中学校の各教科等の授業時数（時間）
※文献[2]より抜粋

課題：
学習者の経験に応じて危険を動的に可視化・更新する体系的な安全教育モデル
は未確立である

新規性：
・生徒の実作業映像をAI（YOLO[5]×CLIP[6]）で解析し、危険場面と危険箇所を自動的に教材化
・KYT活動で得られた新たな危険個所をAIが再学習する仕組みを構築、生徒とAIが共に成長する共進化型教育モデルを提案
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危険行動抽出実験

内       容 ：CLIPによる危険行動抽出閾値*の決定（図3）

                   *閾値 ＝ CLIPによる不安全行動判定値 ー CLIPによる安全行動判定値

対象作業 ：卓上ボール盤を用いた金属加工作業

デ  ー  タ ：実習映像16本（ 手袋着用の危険行動6本・安全行動10本 ）

判定方法 ：不安全行動時の検知率100%になるように閾値を設定

結       果 ：不安全行動時の検知率 100% , 安全行動時の検出率50%

図2.安全教育システムサイクル

図3.CLIPによる危険行動評価の結果
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